
 

 

 

 

１月８日（水）に始業式が行われ、生徒たちの活気のある声が学校に戻ってきました。始業式では、校長先

生から天声人語に掲載されていた「受援力（じゅえんりょく）」について紹介がありました。受援力とは、本当

に困ったときに人に助けを求める力のことです。助けを求めるということは、相手を尊敬し、信頼している証で

あるというお話に、大きく頷いていた生徒たちでした。 

 

 

 

 

翌 1月９日（木）から２日間は、七ヶ宿スキー場でスキー教室が行われました。レベルごとに班編成を行

い、それぞれの班にインストラクターがついて技術指導していただきました。ふだんはスクールカウンセラーとし

て勤務している櫻田先生もスキー教室の間は指導者の一人として参加しました。去年は雪不足で１日しか実

施できなかったスキー教室ですが、今年は、ふかふかのパウダースノーの感触を楽しむことができました。最

初はおっかなびっくりだった初心者の生徒たちも全員がリフトに乗ることができました。 

１月１６日（木）には、２・３年生を対象に着こなしセミナーが行われました。株式会社コナカ大河原店から

プロデューサーの渡部浩幸様を講師に迎え、好感度の高いスーツの着こなしについてお話を聞きました。実

際にビジネススーツに袖を通した３年生の本間陽さん（白石市立東中学校出身）と２年生の齋藤舞さん（白

石市立白石中学校出身）は、清潔感があり大人びて見えました。大人への階段を一歩上がりましたね。 

１月２４日（金）には、総合的な探究の時間発表会が行われました。総合的な探究の時間は学年の枠を取

り払い、興味のある活動内容を選択し、５つの班で一年間取り組んできました。発表時間は１０分で、質疑に

答えました。発表前はハラハラしていましたが、無事に終えることができ、達成感を味わいました。 
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 ３学期がスタートしました 

発表テーマ 

・自然探究 A「大根の成長速度」     ・自然探究 B「サツマイモの糖度」 

・家庭「食品ロス解決に向けた取組」   ・郷土研究「七ヶ宿の郷土料理いもすりだんご」 

・広報「第１回七ヶ宿おもてなしツアー」 ・水と森「水をつくる森とともに」 



  

 

1 月１６日（木）～１７日（金）の２日間、高等学校生徒支援体制充実事業教育活動充実支援事業（イ

ンターンシップ教育）の指定により、教員が県外視察に出かけました。視察先は、インクルーシブ教育実

践校の神奈川県立城郷高等学校と地域連携事業が盛んであり、徹底した少人数教育を行っている静

岡県立川根高等学校の２校です。城郷高校は、各クラスに知的障害を有している生徒（特別選抜生）

が１～２名おり、ほとんどの授業を一般生徒と一緒に受けている他、特別選抜生は、毎年夏休みにインタ

ーンシップに参加することが義務づけられています。視察日は、３年生による進路研究発表会が行われ

ており、県から斡旋されたアルバイト先である介護施設に就職が決まった生徒や、北海道の羊牧場や都

内の版画工房でインターンシップを行い、美術大学に合格した生徒の発表もありました。 

一方の川根高校は、大井川鉄道の奥大井湖上駅で有名な川根本町にあり、町の約９０％が山林で

ダム湖があり、カヌー部が活躍しています。少人数を生かした手厚い指導を行っており、授業見学の際に

は、３年生の特進クラス４名の授業も見ることができました。近隣の義務教育学校と合同での総合的な

探究の時間発表会が予定され、地元企業や地域住民と連携した探究活動も盛んに行われていました。

また、地元カフェと川根高生が共同開発した塩郷ダムカレーをいただきました。２校の取組を参考にさせ

ていただき、今後の教育活動に生かしていきたいと思います。 

 

 

 

3年生が 12月に無限陶房で卒業制作を行いました。すでに焼き

上がっており、ご家庭に持ち帰ったと思います。七ヶ宿で取れた粘

土を約 1 キロ使い、思い思いの作品を作りました。友達と一緒に

過ごせる時間も残りわずかとなり、楽しいけれど、ちょっぴり寂しくな

った 3年生でした。 


